
 

 
  
 

インクルーシブ
と も に 育 ち 合 う

保育をめざして 
蓮の音こども園 古沢 里美 

 

鍛冶町児童施設に 30年（甘露保育園 24年。蓮

の音こども園 6年目）勤務して思うことは、両施

設の職員の思い、様々なことに対しての考え方が

変わり始めていること。 

同じ敷地内、同じ屋根の下にある両施設だが､

数年前までは共に育ち合うというよりは、それぞ

れの施設がそれぞれの子どもたちの成長を願い活

動していたように思う。もちろん交流はしていた

が、今思えば、自然ではなく、「しなくてはなら

ないもの」だったように思う。それぞれの施設へ

の思いが強かったのかもしれない。 

園庭で遊ぶ時はできるだけ一緒にならないように

時間を調整し、一緒になった時は、トラブルが起き

ないようにお互いに気を使い、職員はもちろん、子

ども同士が声をかけ合うことはほとんどなかったよ

うに思う。 

でも今は違う姿が見られ始めている。まずは「交

流」ではなく、一緒に同じ時間や場所を共有し、「一

緒にいるのが当たり前、自然なかかわりができるよ

うに」と気持ちを新たにして取り組み始めている。 

甘露保育園の子どもたちには紙芝居を使

って、蓮の音こども園のお友だちについ

て知ってもらう時間を設けた。 

 

 

 

 

 

 

１年を通して計画的に甘露保育園の子と関わり

が持てるよう過している。 

手探り状態から始まり、 

年を重ねるごとに職員、 

子どもたちの意識が変 

 

わり、交流ではなく、一緒にいるのが当たり前にな

ってきたことを実感している。 

保育園移行や小学校就学に向けて他クラスへも

月に２回程度活動に参加する子もいる。甘露保育

園へ一緒に行く職員を中心として少しずつではあ

るが一緒に活動する場面を設定することで、園庭

では追いかけっこをしたり、集団あそびの仲間に

入れてもらったりす

る姿が見られ、公園

で待ち合わせをして

遊んだり、時には手

を繋いで一緒に公園

に行き遊ぶなど、か

かわりが広がってき

ている。 

毎年行っている事業所評価の設問で「保育所や

認定こども園、幼稚園等との交流や、障害のない

子どもと活動する機会があるか」に対して３割の

保護者が「いいえ」と答えている。蓮の音こども

園の保護者にとって甘露保育園と同じ場所にあ

り、甘露保育園と交流できることが蓮の音を選ん

だ理由の１つになっている保護者は少なくない。

自然なかかわりとして同じ園庭で一緒に遊べてい

ることが嬉しい、甘露保育園の先生が声をかけて

くれることが嬉しいなどの声も聞かれ、受け止め

てくれていることは嬉しく思う。 

【甘露保育園の子どもたちが園庭で運動会の練習

をしていた。「よーいドン」でかけっこの練習を

していると、私と手を繋いでいた子が一緒に走り

出した。「あっ！どうしよう」と思いながら一緒

に走る。すると甘露保育園の先生たちが「〇〇ち

ゃん、がんばれ！」と声をかけ、拍手で応援して

くれた。】私は胸が熱くなった。以前であれば、

お互いの職員が止めていたのではないだろうか。

職員が変わってきていると実感した一場面であっ

た。この出来事を保護者に伝えると、とても喜ん

でくださった。保護者には今後も甘露保育園とか

かわっている様子などタイムリーで丁寧な説明を

していきたい。 

まだ全職員の思い、考え方が同じ方向に向かっ

て進んでいるわけではないようにも思うが、両施

設はインクルーシブ保育の取り組みに向けて変わ

ってきていることは確かだと思う。 
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ともいきライフ住吉では、創作活動や音楽活動、生産活動（花卉栽培・椎茸栽培等）など様々な

活動を行っています。その中でもこのコロナ禍の中、利用者の皆さんが張り切って取り組まれてい

るのが、「歩行活動」です！ 

今回はともいきライフ住吉の「歩行活動」についてご紹介いたします。 

 

今回は、コロナ禍の中でも「キラキラ」した笑顔

で頑張っているともいきライフ住吉の活動をご

紹介します！ 

○現在ともいきライフ住吉では、歩行をした時

間を距離に換算して「どのくらい歩く事が出来

たか」というのを可視化しています。その距離

を基に各都道府県を周り、目指せ！日本一周を

目標にして毎日頑張っています！ 

 

 

新商品『おうちに おこもりセット』 

ただいま絶賛発売中です！！ 

セットの内容は随時変わるので、 

何が入っているかはお楽しみ♡♡♡ 

おうちでのくつろぎや  

ゆっっっくりタイムに･･･ 

おひとついかがですか？ 

味遊カフェニュー

ス 

○２０１９年６月に「ともいきライフ住吉」か

ら長野県庁までの距離を計算し、その距離を歩

く事からスタートしています。達成後は続いて

各県庁所在地を巡り、現在三重県庁から滋賀県

庁を目指して頑張っています！各県庁所在地

へ到着後は後日、所内にて「おやつ会」を計画・

開催し毎日の歩行活動の頑張りと達成感を感

じています。 

また、歩行目標の進捗状況は、廊下にて提示し

て利用者の皆さんが目で見て分かるように配

慮して行っています。 



 

前回の「甘露保育園 倉島紗弥香さん」からバトンを 

受け取ったのは「蓮の音こども園 清水 千春さん」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
甘露保育園 中島伴美 作 

 

 

 

 

私と福祉の出会いは 33年前のサマーチャレンジボランティア

（サマチャレ）から始まった。当時は、興味を持つ中学生が多く、

他校との交流も魅力の１つだったと思う。そのサマチャレで、とも

いきライフ住吉のボランティア体験をした。他施設は利用者との交

流のみだったが、ともいきライフ住吉は、利用者との交流の他に、

夏祭り、東屋づくり、畑作業などなど、たくさんの企画があり、そ

れを運営する職員のお兄さん、お姉さんがパワフルでとてもかっこ

よく、携われることに喜びと憧れを抱いた。今振り返ると、通常の

業務プラス中学生の接待と大変な企画だったと思う。でも中学生の

私には、大変さを感じさせず、「私たちと一緒に楽しんでいる」そ

んなふうに思えた。いつしか、あんな大人になりたい、ここで働き

たいと思ったことを覚えている。 

 

 

 

 

 

 

33年たった今、あの頃の私が憧れたステキな大人に近づいた実

感はないが、福祉って素敵だな、やってみたいなと若い世代が感じ

るお手伝いができたらいいなあと思う。そのためには、日々の充実

とより一層の向上心を持ち、地域と繋がる人材でいたいと思ってい

る。仲間と大好きなビールを飲みながら 

福祉を語るそんな日を待ち遠しく思う。 

賛同者は「この指とまれ💛」 

♡癒しのじ・か・ん
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リレーコラ

ム 

・ 

 
 

作り方☆彡 

① 残ったご飯を少しレンジで温めます。 

② 温めたご飯に小麦粉を入れて、ご飯を潰すように混ぜます。 

③ ご飯を手のひらより小さな小判型に形を整えます。 

④ フライパンに油大さじ 1.5を入れて、ご飯を焼きます。 

目安は、焦げ目が付くくらい。 

⑤ その間にタレを作ります。 

味噌にみりんを合わせ 30秒くらい 

レンジで温め、砂糖を混ぜます。 

⑥ 両面焦げ目が付いたら、タレを 

スプーンで塗ります。ひっくり 

返して少し焼いたら出来上がり。

清水さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･ 

『ともいきライフ住吉の 足立 陽和 さん』です。 

        よろしくお願いします！ 

 
ともいき宝池慈光のおやつレシピ 

田舎のおやつこねつけ 

の定番！     ( *´艸｀) 

・用意する材料( ..)φメモメモ （材料は 2名分） 

残ったご飯：茶碗 2杯分(残り物を利用することが大切) 小麦粉：大さじ 2 

味噌：みりん 各大さじ 2 

砂糖適量 油：少々 

33 年前 サマチャレの様子 東屋づくり 


